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【
語
釈
】 

○
元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）
五
十
七
歳
の
作
。
こ
の
年
二
月
、
揚
州
の
知
事
な
ら
ぴ
に
淮
南

東
路
（
今
の
江
蘇
省
北
部
地
区
）
の
長
官
を
命
ぜ
ら
れ
、
三
月
、
穎
州
よ
り
赴
任
の
途
中
で

こ
の
詩
を
作
っ
た
。
○
淮
上…

淮
は
今
の
淮
河
の
水
路
。
○
早
発…

早
朝
の
出
発
。
船
を
出

し
た
の
で
あ
る
。 

○
澹
月…

澹
は
淡
に
同
じ
。
あ
わ
い
色
の
月
。
○
暁
角…

角
は
角
笛
、
兵
士
が
吹
く
も
の
。

暁
と
あ
る
か
ら
、
朝
を
知
ら
せ
る
も
の
。
○
碧
鱗
開…

鱗
と
い
う
の
は
水
の
小
波
の
形
容
。

○
向
江
湖…

江
は
揚
子
江
。
湖
は
そ
の
流
域
に
あ
る
い
く
つ
も
の
湖
水
。
向
は
、
存
在
の
場

所
を
表
わ
す
前
置
詞
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
方
向
の
意
味
を
ほ
と
ん
ど
有
し
な
い
。 

○
十
往
来…

蘇
軾
は
煕
寧
四
年(

一
〇
七
一)

に
杭
州
の
副
知
事
と
し
て
都
の
開
封
か
ら
赴

任
し
た
時
に
、
始
め
て
こ
の
淮
河
を
通
り
、
七
年
（
一
〇
七
四
）
に
密
州
へ
赴
任
す
時
そ
の

ほ
か
、
転
任
な
ど
で
こ
の
水
路
を
通
る
こ
と
は
、
ち
ょ
う
ど
十
度
め
で
あ
っ
た
。 

 

【
解
釈
】 

 

光
う
す
れ
た
月
は
雲
ま
に
か
た
ぷ
き
、
暁
を
告
げ
る
角
ぷ
え
の
音
は
悲
し
げ
に
、
そ
よ
風

は
水
面
を
わ
た
り
、
う
ろ
こ
の
よ
う
な
碧
の
さ
ざ
波
が
立
ち
始
め
る
。
私
の
一
生
は
、
お
お

か
た
、
長
江
と
み
ず
う
み
の
あ
い
だ
で
老
い
は
て
る
の
だ
ろ
う
。
心
の
中
で
数
え
て
み
る
、

淮
河
の
ゆ
き
き
は
こ
れ
で
十
ぺ
ん
め
だ
な
あ
、
と
。 
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中
国
詩
人
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